
【既刊好評発売中】

隠される原子力・核の真実
−原子力の専門家が原発に反対するわけ

小出裕章（京都大学原子炉実験所助教）著  1400 円【重版出来】

原発は安全だとされてきたが、福島原発事故でウソとゴマカシ
が明らかになった。隠されてきた真実を明らかにします。

中電さん、さようなら
−山口県祝島 原発とたたかう島人の記録

那須圭子写真・文、福島菊次郎特別寄稿　2600 円
上関町での原発建設が計画されているが、対岸の祝島から目の
前の原発になる。4半世紀にわたる島人たちの闘いの記録。

未解決の戦後補償
−問われる日本の過去と未来

田中宏・中山武敏・有光健他著　1800 円
従軍「慰安婦」問題を初め、朝鮮・中国人強制連行、重慶爆撃・
東京空襲、日本軍遺棄毒ガス、など 10の課題に言及します。

秘密法で戦争準備・
原発推進
−市民が主権者である社会を否定する
秘密保護法
海渡雄一（弁護士）著 　1400 円

国にとって秘密とは何でしょうか。戦争準備に
備えて秘密の情報管理し、「テロ対策」という名
目で原発関連情報を隠し、市民の生命をも脅か
す狙いの法案です。著者は日弁連前事務総長など歴任（2013.11）。
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民衆の闘い「巨象」を倒す
−沖縄・読谷飛行場返還物語

山内徳信 ( 前参議院議員・元読谷村長）著　1000 円
沖縄差別、人権侵害続ける日本政府。国会内外の基地反対運動か
ら民衆の闘いこそが平和な沖縄を取り戻すと訴える（2013.6）。

足尾銅山・朝鮮人
強制連行と戦後処理
古庄正（駒沢大学名誉教授）著  2400 円

田中正造没後 100 年に問う！。足尾銅山と言え
ば「鉱毒事件」であり、公害の原点でもあります。
一方、戦中に朝鮮人が足尾銅山に強制連行され、
強制労働されていたことを歴史的事実から明らか
にします。著者は訴えます、「古河鉱業は、やら
ずぶったくりの戦後処理を強行した企業である」（2013.6）。
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古庄 正（こしょう・ただし）

1933年11月20日　大分県東国東郡安岐町に生まれる
1952年３月　大分県立杵築高校卒業
1962年３月　早稲田大学大学院商学研究科博士課程修了
1962年４月　駒澤大学経済学部非常勤講師
1963年４月　駒澤大学経済学部講師
1966年４月　駒澤大学経済学部助教授
1971年４月　駒澤大学経済学部教授
1981年４月　駒澤大学経済学部経済学科主任（1983年３月まで）
1985年４月　駒澤大学経済学部学部長（1987年３月まで）
1999年３月　駒澤大学経済学部選択定年制により退職
1999年５月　駒澤大学経済学部名誉教授
2012年６月18日午前９時53分原発性マクログロブリン血症のため逝去
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田中正造没後100年に問う！
鉱毒事件だけではなかった

足尾銅山問題。
朝鮮人強制連行と戦後処理問題を

明らかにする！ 創史社
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古庄正氏は、日本が行ってきた侵略戦争と植民地支配の犠

牲者の痛みを受け止めて朝鮮人強制連行の克明な実証的研

究を行い、その上でその研究成果を日本の市民にわかりや

すく提示したのは、日本の市民が加害国の国民の責任とし

て、自己の加害行為をひたすら隠す日本の国家と企業に対

して戦後補償の実現を迫るようにならなければならない

と、彼は痛切に感じていたからである（本文より）。        

 －監修：山田昭次（立教大学名誉教授）
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民衆の抵抗する力が歴史を創る。
辺野古新基地断念せよ！

歴史を動かす力、悪政を正す力、普天間基地を撤去させる最後
の力、辺野古新基地建設計画を断念させる最終的な力を持って
いるのは、実際は市民・県民の声であり闘いの実践である。要
するに民衆の抵抗する力にかかっているのである（本文より）。

理不尽な権力に立ち向かう民衆
オスプレイ配備反対の

民衆の怒り、普天間基地を封鎖
普天間飛行場と辺野古、
高江基地建設は沖縄差別

山
内
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普天間飛行場・オスプレイ配備反対闘争の現場（2012年9月）
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山内徳信（やまうち・とくしん）
1935年　沖縄県読谷村字宇座に生まれる。
1945年　沖縄戦を体験する。
1951年　読谷高校に入学「新憲法」の制定を知る。
1953年　村社講平氏と出会う「力必達」。
1954年　沖縄県立読谷高等学校卒業。
1958年　琉球大学文理学部（史学科）卒業。
1958年　沖縄県立読谷高等学校赴任。
1965年　研究員として静岡県（島田高校）へ派遣。
1966年　沖縄県立中部農林高等学校へ転勤。
1973年　沖縄県立読谷高等学校へ転勤。
1974年　沖縄県読谷村長初当選、自治体行政へ転換、
 ６期23年半。
1998年　１月27日、村長退任。
1998年　１月28日、沖縄県出納長就任。
1998年　12月９日、県出納長退任。
1999年　４月10日、山内平和憲法・地方自治問題
 研究所所長。
2000年　５月、基地の県内移設に反対する県民会議
 共同代表。
2007年　参議院議員（比例区）当選。
主な著作
1997年 『沖縄・読谷村の挑戦』
 （共著・岩波ブックレットNo.438)
1998年 『叫び訴え続ける基地沖縄』（那覇出版社）
2001年 『憲法を実践する村―沖縄・読谷村長奮闘記』
 （明石書店）
2006年 『米軍再編と沖縄の基地―
 国外移転こそ民衆の願い』（創史社）
2007年 『沖縄・読谷村憲法力がつくりだす平和と自治
           ―新版・憲法を実践する村』（明石書店） 
2008年 『新基地はいらない！辺野古にジュゴンの里を
           ＝日本政府・自然破壊の張本人＝』
 （山内徳信事務所）
2010年 『怒り滾る基地の島沖縄－嘘をつく日本政府は
 ハブに咬まれる』（創史社）
2013年 『民衆の闘い「巨象」を倒す－沖縄・読谷飛行場
 返還物語 弱者が勝つ戦略・戦術』（創史社）


